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平成 31 年１月 定例教育委員会 会議録 要旨 

 

１ 日 時 

平成 31 年１月 24 日（木） 

  開会 午前９時 30 分 閉会 午前 10 時 25 分 

 

２ 場 所 

  市役所西館 2-6 会議室 

 

３ 出席及び欠席委員 

  出席者 大野教育長 上野委員 今村委員 大庭委員 荒牧委員 白木原委員 

  欠席者 飯盛委員 

 

４ 会議出席職員 

  山口教育部長 江頭学校教育担当部長 橋間教育総務課長 松尾保育幼稚園課長 深町生

涯学習課長 古庄文化課長 副島教育総務課副課長 松本教育総務課庶務係長 

 

５ 教育長の報告事項 

 

 ・今回は定例教育委員会の後に社会教育委員の皆様方との交流会が予定されているため、短

時間で進めていきたい。 

 ・本年の執務始めの際に話をしたことを含めて、私自身の年の始めということで確認してい

きたい。本年が始まって 24 日ほどたったが、今年度もあと２箇月、また元号が５月に変

わるということで本当に節目の年であると思う。 

 ・小城市の基本方針である「城創伝心」については、しっかり柱として進めていきたい。昨

年から今年にかけて明治維新 150 年という節目でもあった。小城市の歴史と伝統を受け継

ぐということで、新しい文化を創造する年になればと考えている。 

 ・改めて認識したことは教育は「人なり」、教育は「人づくり」というところで、人間性を

育む事が、これから先、社会が変化しても必要なことであり、教育委員会の仕事は人に一

番近いところで仕事をしている。多くの人と連携協力して仕事をしたいと考えており、

我々は人に安心を与え、満足感を得てもらい、人に信頼される仕事をすることで人を元気

にする仕事をしたいと思う。 

 ・１月７日経営戦略会議、東部教育事務所長面談。 

 ・８日市内公立小中学校３学期始業式、小城商工会議所賀詞交歓会。 

 ・９日当初予算市長査定。 

 ・10 日牛津芦刈の小城商工会の新年会。 

 ・11 日小城中学校にて３年生を励ます会。 

 ・12 日社会を明るくする運動の作文発表会。小城・多久地区の保護司会の皆様方の主催で

行われており、今回は小城・多久の小・中学生の中から小学校３人、中学校３人が選考さ

れた。地域での挨拶、笑顔の大切さ、相手の気持ちを考える大切さ、明るい社会とは等の

発表があり、今後多くの人に聞いてもらえるようになればと感じた。 

 ・13 日小城市の成人式が開催され、私も参加する中で、これから新しい時代を担う成人の

皆さんに期待したところであった。また、成人式については、民法改正に伴い、今の中学

２年生から高校１年生については同時に成人という形になるが、18 歳で成人式となるの

か、20 歳で成人式を行うのかについては、なるべく早く方向性を出す必要があると考え
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ている。 

 ・15 日第２回小城市映画製作実行委員会。牛津映画に続き小城町で映画が制作されるが、

今後のスケジュールについて話があった。オーディションで 20 数名のキャストが選ばれ、

２月 10 日クランクイン、６月下旬にクランクアップ、10 月に上映会との事で、予算的に

まだ不足するとの事で協力をお願いしたいとの事であった。 

 ・17 日私立高校前期入試。後期入試は 31 日で県内私立高校は１月中で終了し、県立は２月、

３月に入試が行われる。 

 ・18 日部落解放同盟新春旗開き、22 日は市町教育長等人権・同和教育研修会。二つの行事

の中で、部落差別解消法についての周知が不十分という強い話があり、現在もなお部落差

別が存在するということの認識のもとでの法律ということを県民が認識しているかについ

て話があった。小城市内ではないが、県内の学校で平成 30 年に立て続けにせん称語発言

が発生している。 

 ・せん称語のみならず、人を人として扱わない言動が横行している状況は、子どもに対して

は教育の中で話をしているが、インターネットによる誹謗中傷など、子どもだけでなく大

人が行うケースも多い。当然子どもたちにはしっかりとした教育を行わなければならない

が、言葉の重要性、重みを子どものみならず大人もしっかりと考えるべきだと感じた。 

 ・人権３法が施行された際にもう一つヘイトスピーチ規制法も施行された。本邦外出身者に

対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律で、表現の自由について

は確かに十分配慮する必要はあっても、人権が侵害されたり、嫌な思いをされたりとか、

本当に生きていく張り合いもなくなるような言動については、人権を侵害することがあれ

ば表現の自由は二の次ではないかと思う。改めて人権・同和教育に対しての啓発を推進す

る必要があると感じた。 

 ・19 日ぶんぶんテレビ杯ミニバスケットボール大会。 

 ・21 日小城市交通安全対策協議会が開催され、小城署管内は追突事故の発生率が県内で２

番目に悪く、人身事故のうち半分が追突事故との事。スピードの出し過ぎ、前方不注意、

車間距離等運転スタイルは考える必要がある。 

 ・特に 203 号、34 号と国道の事故発生率が高く、７時から８時、17 時から 18 時が突出して

高い時間帯との事なので朝夕は十分注意する必要がある。 

 ・三日月小・中学校の北側では社会実証実験として段差を付けるハンプを設置し、効果を検

証しているが、有効であれば建設課でも取り入れていきたいとの事であった。そういった

取り組みをしながら、子どもたちへ自分の身を守るということについても交通安全指導し

ていかなければならない。 

 ・23 日３月補正市長査定。 

 ・今後の予定としては 27 日にモデル子どもクラブ発表会、30 日に学校給食の小城市ふるさ

と食の日、２月３日には第 24 回高田保馬博士をたたえる会が予定されている。 

 

〔意見・質問〕 

○Ａ委員 

 ハンプに関して、昨日三日月町の青少年育成会議があり、学校の話では交通量自

体が減少したとの事。減速する車は多いが、時速 30 キロメートル程度の低速であ

れば通行に支障はなかった。地元地区にも市役所から説明があり、地元も納得した

上で設置してあるが、良い結果が期待できる。 

 ただ、近隣の家屋への音の問題はある。 

○教育長 

 通過する車両の速度が速いと音はするとの事であった。 
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６ 議 事 

第１ 議決事項 

【会議録】 

  教育委員会の会議録について（公開）                  〔承認〕 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

承認 

 

７ その他 

 （１）教育委員会の共催及び名義後援事業について 

〔説明〕 

◇教育総務課庶務係長が説明 

  ①小城市サッカー協会／第 13 回小城市津の里モーモーカップ少年サッカー大会 

②The Little Salon1341／"明治維新 150 年記念『甲斐仁代と吉屋信子に捧げ 

るオマージュ展』～明治・大正・昭和を生きた女たちをめぐる新「花物語」～" 

③チーム・ビヨンド／「トリビュート」リーディングコンサート 

〔意見・質問〕 

なし 

〔結果〕 

了承 

 

 （２）平成 30 年度・平成 31 年度小学校中学校の式行事予定について 

〔説明〕 

◇教育総務課長が説明 

平成 30 年度・平成 31 年度小学校中学校の式行事予定について、小学校卒業式が３

月 15 日、中学校卒業式が３月８日となっている。芦刈観瀾校の卒業式については、

小学校も中学校と同じく３月８日に開催する予定。 

また、入学式については、小学校が４月 12 日、中学校が４月 11 日を予定している。 

〔意見・質問〕 

○教育長 

 開始時間については学校により違うため確認願いたい。 

〔結果〕 

了承 

 

（３）平成 31 年小城市成人式参加者数について  

〔説明〕 

◇生涯学習課長が説明 

教育委員の皆様には、先般の小城市成人式への対応感謝する。 

参加者数について、各会場の合計参加予定者 540 名に対し、参加実数 441 名と

81.7％の参加率であった。昨年の参加率は 81.6％であり、ほぼ同様の状況である。 

また、各会場の外国人の参加対象者のうち、三日月会場において３名の参加があっ

た。 

〔意見・質問〕 
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なし 

〔結果〕 

了承 

 

８ 次回定例教育委員会開催日程及び場所 

 ◇定例会 

  【日 時】 ２月 28 日（木） 午前９時 30 分～ 

  【場 所】 小城市役所 西館２階 ２－６会議室 

 

９ 議 事【非公開】 

第１ 議決事項 

【会議録】 

  教育委員会の会議録について（非公開）                〔承認〕 

第２ 報告事項 

【報告第 52 号】 

就学援助の認定について                        〔了承〕 

【報告第 53 号】 

特別支援教育就学奨励費の認定について                 〔了承〕 

 


